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日本生命の資産運用について 2 

①予定利率に見合う安定収益の確保 
   ・生保は、将来の保険金支払いに備え、保険料を主に責任準備金として積み立てている。 
   ・保険料は一定の予定利率で割引算出されているため、その予定利率に見合う安定収益をあげる 
    必要がある。 
 
 
②生命保険資金の長期性 
   ・生命保険契約は、２０年・３０年、終身といった長期に亘る契約であり、この期間、保険金支払いを 
    保証する必要がある。 
 
 
③生保に求められる資産運用 
   ・短期的利益を追求するのではなく、長期に安定した配当や利息の受け取り等につながる、公社債・融 
    資・株式投資等による資産運用を実施。 

 

 

【生命保険会社の資産運用の特徴】 

 
  

 
  

 

 




















